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＜参考文献＞ 
高森寛子・小川アマ（2007）『うるしが、いいね。』株式会社ラトルズ 
 
＜内容＞ 
エッセイストであり、漆に関連するイベントのプロデュースされている、高森寛子さんと、漆

を使った独自の作品を作り、個展やワークショップをされている小川アマさんの対談が収録さ

れている。輪島や鯖江等、さまざまな漆作家・職人の方についてや、作品についてのお話がさ

れている。漆の器やカトラリーの写真もたくさん載っている。 
 
＜感想＞ 
京漆器の作家さんはいないし、とりあげられている作家さん、作品のことを全く知らなかった

けれどても面白かったです。いいな、と思ったのは、実際に塗りの途中段階まで塗った漆器の

スプーンを使ってもらって、気に入ったら好きな色で仕上げてくれるという取り組みです。作

家さんのことを知らなくても、彼らの作品に対する思いや、消費者のこともしっかりと考えた

上での工夫を著者2人の対談から知ることができ、素敵だと思いました。「一生ものの器を買う

ということは、作っている人の人柄も含めて買っていることだとも思う」という言葉が心に残

りました。漆器の良さは使って初めてわかることである、とよく聞きます。また、漆の器は使

えば使うほど馴染んで、味が出る、と本書にも書かれています。私はお正月等の行事や、茶道

のお茶道具でしか漆器を使ったことがなく、「漆器の良さ」を明確にイメージできていませ

ん。漆器のお椀やカトラリーを一式そろえて、日々使ってみたい、という気持ちが大きくなり

ました。 
 


